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NY マーケットレポート（2022 年 7 月 27 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00分～午前 5時 30分まで） 
 

米国の主要な経済指標の結果 

 

6 月耐久財受注（前月比） 1.9％（予想 -0.3%・前回 0.8%） 

6 月耐久財受注[除輸送用機器]（前月比） 0.3％（予想 0.2%・前回 0.7%⇒0.5%） 

6 月の米耐久財受注は、市場予想に反して 4 ヵ月連続の伸びとなった。輸送機器は+5.1％となり、民間航空

機が-2.1％、国防関連の航空機が+80.6％、自動車・同部品が+1.5％となった。輸送機器を除いた受注は+0.3％

だった。資本財は-0.3％となり、資本財から国防関連を除いた受注は+0.1％、コア受注は+0.5％。国防関連

は-2.7％だった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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6 月中古住宅販売成約（前月比）-8.6％（予想 -1.0%・前回 0.7%⇒0.4%） 

6 月中古住宅販売成約（前年比） -19.8％（予想 -13.4・前回 -12.0%⇒-12.3%） 

6 月の米中古住宅仮契約指数は、市場予想を上回るマイナス幅となり、2020 年 4 月以来の低水準となった。

地域別では、西部が-15.9％、南部が-8.9％、北東部が-6.7％、中西部が-3.8％となった。住宅ローン金利の

上昇が続けば低下が続くとの指摘もあった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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FOMC 政策金利 2.25％-2.50％（予想 2.25%-2.50%・前回 1.50%-1.75%） 

FRB は、FOMC で主要政策金利の誘導目標を 0.75％引き上げて 2.25％-2.50％とすることを決定した。2 会合

連続で 0.75%の利上げとなった。9月以降も利上げが続くと見られているが、利上げ幅は縮小すると見られて

いる。 

 

FOMC主な声明 

・FF金利誘導目標を 0.75％引き上げ 2.25－2.50％に 

・0.75％の利上げは全会一致 

・インフレリスクに高い注意を払う 

・支出と生産は軟化したが雇用は力強く伸びている 

 

パウエル FRB議長の会見での主な発言 

・いずれ利上げペース落とすのが適切になる可能性高い 

・異例の大幅利上げを繰り返すかはデータ次第 

・会合ごとに新たに判断すべき時期に来ていると思う 

・FOMCは来年の利上げを予想は 9月に情報更新 

 

・物価の安定回復で失敗という選択肢はない 

・米経済が今リセッションに入っているとは考えない 

・食品、消費が実際に減少していることを非常に憂慮 
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米主要株価指数は大幅反発 

米株式市場は、前日に発表されたマイクロソフトの決算が好感され、主要株価指数は序盤から底固い動きが

続いた。FOMC 後のパウエル FRB議長の会見で、景気後退が否定されたことや、大幅利上げ観測が後退との見

方が広がったことから、終盤に上げ幅を拡大した。ダウ平均株価は、序盤から小動きの展開が続いたが、FRB

議長の会見を受けて上げ幅を拡大し、一時前日比 574ドル高まで上昇した。引けにかけて上げ幅を縮小し、

436.05ドル高（+1.37％）で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダックは、469.85ポイント高（+4.06％）

で終了した。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

データを基に SBILMが作成 
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ドルは主要通貨に対して下落 

NY 市場では、FOMCの結果発表を控えて、大幅利上げへの期待感からドル買いが先行し、ドルは主要通貨に対

して堅調な動きとなった。日米の金融政策の違いが意識されてドル買い・円売りが優勢となり、ドル/円は序

盤の 136.75 から 137.43まで上昇した。さらに、序盤に発表された 6 月米耐久財受注が市場予想に反して大

幅な伸びとなったこともドルの押し上げ要因となった。上昇一服後は上値の重い動きとなり、FOMC では市場

の予想通り 0.75％の利上げが決定されたものの、反応は限定的だった。さらに、FOMC後の会見で、パウエル

FRB議長がインフレ抑制のために取り組むとしたことで利上げ継続期待が高まり、ドル買いに反応した。し

かし、経済の軟化傾向が指摘されたことや、いずれ利上げペース落とすのが適切との見方を示したことから、

大幅利上げへの期待が後退、政策金利の動向に敏感な 2 年債利回りが 3.085％から 2.955％まで低下したこと

を受けて、ドルは下げ幅を拡大した。一方、欧州通貨や資源国通貨は、対ドルで上昇したことから、対円で

も堅調な動きが続いた。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


